
（3） ひろしま市議会だより令和2年（2020年）8月

　市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

議会トピックス①

●
中
原
洋
美

（
日
本
共
産
党
・
南
区
）

・
被
爆
75
年
　
被
爆
地
の
責
務

・
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越
え
新
し
い
社

会
を

・
就
学
援
助
の
基
準
額
の
適
正
化

●
今
田
良
治

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
北
区
）

・
中
山
間
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

・
広
島
平
和
記
念
資
料
館
の
観
覧
料
と

い
う
表
現

・
有
害
鳥
獣
対
策

・
Ｊ
Ｒ
可
部
線
の
活
性
化
と
ま
ち
づ
く
り

・
国
道
54
号
可
部
バ
イ
パ
ス

●
馬
庭
恭
子

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
中
区
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

イ
ン
パ
ク
ト

・
人
に
や
さ
し
く
癒
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
拡
大

・
孤
立
し
て
い
る
人
を
見
捨
て
な
い
政

策
づ
く
り

・
公
共
工
事
の
あ
り
方

●
渡
辺
好
造

（
公
明
党
・
南
区
）

・
被
爆
75
周
年
に
お
け
る
平
和
の
取
組

・
魅
力
的
な
里
海
の
実
現
に
向
け
た
水

産
振
興
策
の
推
進

・
子
ど
も
の
見
守
り
強
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
児
童
生
徒
の
「
学
び
の
保
障
」

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏

ま
え
た
災
害
時
の
避
難

・
広
島
県
と
広
島
市
の
ト
ッ
プ
会
談

●
山
路
英
男

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
東
区
）

・
行
政
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
士

業
の
活
用

・
広
島
市
職
員
の
兼
業

・
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

・
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入

今田良治
自民党・

市民クラブ

渡辺好造

公明党

馬庭恭子
市政改革

ネットワーク

山路英男
自民党・

市民クラブ

問
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
事
業
を
予
定
通
り
実
施
で
き

ず
、
国
内
外
の
市
民
が
広
島
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て

も
、
世
界
の
人
々
に
被
爆
の
実
相
に

触
れ
て
い
た
だ
き
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
心

を
発
信
で
き
る
よ
う
知
恵
を
絞
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

問
福
祉
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染

が
起
き
た
場
合
に
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

情
報
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
で
動
か
す
つ
も
り
か
。

問
施
策
の
検
討
段
階
で
士
業
の
方
に

事
前
に
相
談
し
、
申
請
方
法
の
簡
素

化
を
図
り
、
実
施
後
に
は
士
業
の
方

の
事
前
審
査
を
認
め
、
受
け
付
け
業

務
の
効
率
化
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

問
未
整
備
区
間
の
大
林
ラ
ン
プ
か

ら
上か
み
ね根

バ
イ
パ
ス
へ
の
接
続
を
早
期

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
魅
力
的
な
里
海
の
実
現
に
向
け

て
、海
と
川
で
ど
の
よ
う
な
水
産
振

興
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

ま
た
、新
た
な
水
産
振
興
施
策
に
つ

い
て
、今
後
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

問
湯
来
線
の
天
皇
原
ト
ン
ネ
ル
の

ル
ー
ト
変
更
は
突
然
で
驚
い
て
い

る
。
用
地
取
得
費
、
工
事
事
業
費
は

い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
。
短
い
区
間

も
工
事
を
し
て
い
る
が
、
ル
ー
ト
変

更
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
無
駄
な
工
事

を
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

問
犯
罪
被
害
者
等
が
苦
慮
し
て
い

る
状
況
を
早
急
に
解
消
し
救
済
す
る

た
め
に
も
、犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
の
制
定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
域
の
半
分
以
上
を
占
め
る

中
山
間
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
「
自

助
」「
共
助
」
で
、
地
域
で
は
解
決

で
き
な
い
も
の
は
「
公
助
」
で
行

う
と
い
っ
た
こ
と
を
基
本
に
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
理
想
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
地
域
と
行
政
と
の

役
割
分
担
と
連
携
の
下
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た

持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現

に
努
め
て
い
く
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
よ
る
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
発
信

す
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
平
和
教

育
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
若
い
世
代
に
平

和
の
バ
ト
ン
を
渡
す
取
り
組
み
も

強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
爆
75
周
年
の

節
目
を
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
年
に
し
た
い
。

答
保
健
医
療
と
福
祉
の
部
門
が
連

携
し
て
情
報
収
集
や
国
・
県
と
の

連
絡
調
整
に
あ
た
り
、
関
係
部
局

等
と
の
情
報
共
有
、
支
援
策
検
討

を
行
っ
た
。
合
わ
せ
て
県
に
よ
る

医
師
等
の
派
遣
や
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
班
の
派
遣
要
請
に
よ
り
、
現
地

で
専
門
的
知
見
を
踏
ま
え
た
支
援

が
行
え
る
よ
う
努
め
た
。さ
ら
に
、

職
員
の
体
制
づ
く
り
や
衛
生
資
材

確
保
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
基
に
施

設
の
特
性
や
他
自
治
体
の
事
例
等

も
考
慮
し
、
適
切
に
対
処
す
る
。

答
本
市
の
施
策
展
開
に
専
門
的
知

識
を
有
し
た
士
業
の
方
を
活
用
す

る
こ
と
の
重
要
性
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
こ
と
は
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

に
よ
り
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
と

い
う
、
本
市
の
「
行
政
経
営
改
革
」

が
目
指
す
方
向
性
と
も
一
致
す
る
。

　

今
後
と
も
、
施
策
の
検
討
段
階

や
実
施
段
階
を
問
わ
ず
、
士
業
の

方
の
さ
ら
な
る
活
用
に
努
め
て
い

き
た
い
。

答
国
の
考
え
方
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
上
根

バ
イ
パ
ス
へ
の
接
続
区
間
の
事
業

の
必
要
性
や
重
要
性
は
変
わ
ら

ず
、
調
査
・
設
計
な
ど
切
れ
目
な

く
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
工
事
着
手
時
期
は
今
年
度
予

定
し
て
い
る
国
道
１
９
１
号
以
南

の
４
車
線
化
開
通
後
の
交
通
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
早
期
整
備
に
つ
い

て
国
に
し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い

く
。

答
カ
キ
の
採
苗
の
安
定
化
や
海
底

耕
う
ん
支
援
、
高
付
加
価
値
の
水

産
物
を
つ
く
り
育
て
る
取
り
組
み

や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
消
費
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。
川
で
は
、
ア
ユ
の

産
卵
場
造
成
や
シ
ジ
ミ
の
母
貝
保

護
等
の
資
源
増
殖
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
今
後
、
持
続
可
能
な
漁
業

を
確
立
す
る
た
め
水
質
環
境
確
保

や
資
源
管
理
の
取
り
組
み
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
進
め
て
い
く
。

答
こ
れ
ま
で
要
し
た
費
用
は
約

６
億
円
で
あ
る
。
ご
指
摘
の
工
事

は
ト
ン
ネ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
整
備
し
た
が
用
地
協
力
が

得
ら
れ
ず
当
初
目
的
に
沿
っ
た
利

用
は
見
込
め
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
道
路
は
地
元
要
望
に
よ

り
整
備
す
る
多
目
的
広
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
等
と
し
て
活
用
予
定

で
無
駄
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

答
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
、
市
営

住
宅
へ
の
優
先
入
居
、
状
況
に
応

じ
た
保
健
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き

確
実
に
実
施
し
な
が
ら
、
国
と
の

役
割
分
担
の
下
、
社
会
全
体
で
犯

罪
被
害
者
等
の
支
援
に
取
り
組
む

た
め
、
条
例
の
制
定
を
視
野
に
入

れ
た
機
運

の
醸
成
を

図
っ
て
い

く
。

中
山
間
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

介
護
崩
壊
を
防
ぐ
仕
組
み

来
広
で
き
な
い
人
々
へ
の
配
慮
は
？

魅
力
的
な
里
海
の
実
現
を
！

国
道
54
号
可
部
バ
イ
パ
ス

急
な
ル
ー
ト
変
更
の
無
駄

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
を

●サーモグラフィー
　物体から放射される赤外線を分析し熱分布を図として表し可視化、分析した
画像、またそれを行う装置のこと。医療では体表面の皮膚温度分布を測定し、そ
れを色分布などで画像化して乳がん、手足などの血流の低下などの診断に用い
られる。また電力設備の異常温度部位の検出、建築分野における構造物中に存在
する欠陥部の検出等にも利用される。

●ワンストップサービス
　行政機関にとどまらず、官民複数の部署・庁舎・機関にまたがっていた手続き
を、一度にまとめて行えるサービス 

●クラスター感染
　クラスターとは、もとは「同じ種類のものが集まって作る群れ」という意味。政
府が２月25日に決定した「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」で、特に
「患者集団」を指す言葉として登場した。

●海底耕うん
　泥や有機物などが堆積して生物の生息環境が悪化している浅海域の海底や、
泥が固くなった干潟などを、畑を耕すように掘り起こし、砂泥中に酸素を供給し
て底質を改善すること。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

士
業
の
活
用
を
！

令和２年第４回定例会一般質問の模様は市議会
ホームページからご覧になることができます！

　議場における新型コロナウイルス感染防止策として、議場内の演台に飛沫
を防止するためのアクリル製の衝立を設置しました。
　５月以降は、出席議員にマスク着用をお願いしていましたが、設置後は演
台での発言に限って発言者はマスクを外すことができる取り扱いとしました。
　このほか、傍聴に来
られた方に間隔を空け
て座っていただくため
通常 75席ある傍聴席数
を 26 席に減らすなどの
対策を講じました。

市議会ホームページ＞議会中継＞本会議録画中継＞令和２年第４回定例会
または市ホームページ＞■ページ番号でさがす

新型コロナウイルス感染防止策の新たな取り組み

163383

アクリル製の衝立 席数を減らした傍聴席


